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《 令和３年 第１回定例会の提出議案と議決結果 》

議案番号 議決結果
所管の
委員会案　　　　　　　　件

議案第２号

議案第３号

議案第４号

議案第５号

議案第６号

議案第７号

議案第８号

議案第９号

議案第10号

議案第11号

議案第28号

議案第29号

議案第30号

議案第31号

議案第32号

議案第33号

議案第34号

議案第12号

議案第13号

議案第14号

議案第15号

議案第16号

議案第17号

議案第18号

議案第25号

議案第26号

議案第27号

議案第19号

議案第20号

議案第21号

議案第22号

議案第23号

議案第24号

令和３年度鳴門市一般会計予算

令和３年度鳴門市国民健康保険事業特別会計予算

令和３年度鳴門市後期高齢者医療特別会計予算

令和３年度鳴門市介護保険事業特別会計予算

令和３年度鳴門市光熱水費等支出特別会計予算

令和３年度鳴門市給与費等管理特別会計予算

令和３年度鳴門市公債費管理特別会計予算

令和３年度鳴門市水道事業会計予算

令和３年度鳴門市モーターボート競走事業会計予算

令和３年度鳴門市下水道事業会計予算

令和２年度鳴門市一般会計補正予算（第７号） 

令和２年度鳴門市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 

令和２年度鳴門市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 

令和２年度鳴門市介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 

令和２年度鳴門市給与費等管理特別会計補正予算（第１号） 

令和２年度鳴門市公債費管理特別会計補正予算（第１号） 

令和２年度鳴門市下水道事業会計補正予算（第１号） 

鳴門市長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例の制定について

鳴門市事務分掌組織条例の一部改正について

鳴門市特別職指定条例の一部改正について

鳴門市道の駅「くるくる　なると」条例の制定について

鳴門市消防団条例及び鳴門市消防団員の給与及び費用弁償条例の一部改正に

ついて

鳴門市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部
改正について

鳴門市公民館条例の一部改正について

東部地区広域市町村圏協議会の廃止について

鳴門市道の駅「くるくる　なると」に係る指定管理者の指定について

財産の無償譲渡について

鳴門市環境振興基金条例の制定について

鳴門市国民健康保険条例の一部改正について

鳴門市健康づくりの推進と地域の医療を守り育む基金条例の制定について

鳴門市介護保険条例の一部改正について

鳴門市市道の構造の技術的基準及び市道に設ける道路標識の寸法を定める条
例の一部改正について

鳴門市森林環境基金条例の制定について

予算決算

総務文教

　

生活福祉

　

産業建設

原案可決

原案可決

　

原案可決

　

原案可決
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人 事 案 件
●教　　　　育　　　　長　　　　　三浦　克彦 氏（大麻町）

 み うら かつひこ

提
案
理
由

反
対
討
論

賛
成
討
論

【東　正昇】
　新型コロナウイルス感染拡大による市民生活や地域経済への影響が長期に及び、市民一人ひとりの
生活が一層深刻化している。また、ワクチン接種についてもはっきりとした見通しが立っていない現
状であることから、今後も新型コロナウイルス感染症対策については十分な財源の確保が必要である。
このことから、令和３年４月分から令和３年９月分までの議員報酬を５％減額し、その減額分を新型
コロナウイルス感染症対策事業に活用していただくため、議員報酬を減額する特例措置を提案する。

【長濱賢一】
　議員報酬の額の正当性を評価するのは市民であるため、市民の代表者で構成される鳴門市特別職報
酬等審議会に諮問するべきである。令和３年度の常任委員会の視察の取りやめや政務活動費の使用を
６ヵ月分自粛することによる削減額の方が大きい。また、ここ10年間の物価上昇率や経済状況を考慮
すると議員報酬の実質的な価値は下がっていると考えられることから、議員報酬を減額する特例措置
に反対する。

【宮崎　明】
　これまで市では新型コロナウイルス感染症対策に全力で取り組んできたが、現在も安心・安全が見
通せる状況にはない。今こそ議員一人ひとりが市民の痛みに寄り添い、市民の声を行政に届けるべき
である。常任委員会の視察旅費や政務活動費は使用しなければ返還となり、実質的に議員が身を削っ
たことにはならないことから、議員報酬を削減し、少しでも多く新型コロナウイルス感染症対策に活
用してもらいたいと考え、議員報酬を減額する特例措置に賛成する。

●固定資産評価審査委員会委員

　下地　　茂 氏（撫養町）

　仲須　眞理 氏（大津町）

しも ち しげる

なか ず ま　り

●人　権　擁　護　委　員　　　　　濱野　和子 氏（撫養町）
はま の かず こ 

　

　髙田　大輔 氏（里浦町）

　原内日出美 氏（北灘町）

たか た だいすけ

はらうち ひ　で　み

　

　冨田　崇夫 氏（大麻町）

　樋上　義彦 氏（瀬戸町）

とみ だ たか お 

 ひ かみ よしひこ

■発議第４号　鳴門市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改
正について　

　発議第４号は、令和３年４月分から令和３年９月分までの議員報酬を５％減額する改正を行うものでした。
　定例会最終日の３月16日に上程され、提案理由の説明、討論の後、採決を行い、賛成者少数により否決
されました。

議案番号 議決結果
所管の
委員会案　　　　　　　　件

発議第１号

発議第２号

発議第３号

発議第４号

同意第１号

同意第２号

諮問第１号

鳴門市議会議員の定数を定める条例の一部改正について

鳴門市議会会議規則の一部改正について

鳴門市議会委員会条例の一部改正について

鳴門市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について

教育長の任命について

固定資産評価審査委員会委員の選任について

人権擁護委員の推薦について

継続審査

原案可決

原案可決

否　　決

同　　意

同　　意

同　　意

議員定数
審査特別
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総
務
文
教
委
員
会

●
議
案
第
15
号

鳴
門
市
道
の
駅
「
く
る
く
る 

な
る
と
」
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

●
議
案
第
26
号

鳴
門
市
道
の
駅
「
く
る
く
る 

な
る
と
」
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

鳴
門
市
道
の
駅
「
く
る
く
る　

な
る
と
」
を
設
置
す
る
こ
と
に
伴
い
、
施
設
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
必
要
事
項
を
定
め
る
と
と
も
に
、
指
定
管
理
者
を
指
定
す

る
も
の
。

【
質
疑
】
近
隣
自
治
体
が
設
置
ま
た
は
設
置
を

予
定
し
て
い
る
道
の
駅
と
の
差
別
化

に
つ
い
て
は
。

【
回
答
】
特
徴
を
持
っ
た
目
的
地
と
な
れ
る
道

の
駅
を
目
指
し
、
事
前
に
商
品
開
発

な
ど
の
準
備
を
行
っ
て
い
る
。

【
質
疑
】
他
の
同
規
模
の
施
設
と
の
指
定
管
理

料
の
額
の
比
較
に
つ
い
て
は
。

【
回
答
】
指
定
管
理
料
に
つ
い
て
は
、
全
国
的

に
み
て
、
相
応
の
水
準
で
あ
る
。

 

【
質
疑
】
納
付
金
の
額
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。

【
回
答
】
黒
字
・
赤
字
に
関
わ
ら
ず
、
施
設
全
体
の
売
上
に
応
じ
て
納
付
す
る
提

案
と
な
っ
て
い
る
。

委員会審査

生
活
福
祉
委
員
会

●
議
案
第
19
号

鳴
門
市
環
境
振
興
基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

自
然
環
境
の
改
善
、
環
境
教
育
の
普
及
促
進
な
ど
に
資
す
る
た
め
、
新
た
に
基
金

を
設
置
す
る
も
の
で
、
東
日
本
大
震
災
以
降
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
施
設

の
導
入
が
全
国
的
に
進
め
ら
れ
、
本
市
で
も
、
市
有
地
や
市
有
施
設
に
太
陽
光
発

電
施
設
の
設
置
を
進
め
て
お
り
、
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業
者
か
ら
の
寄
付
金

を
運
用
し
、
環
境
行
政
の
推
進
等
に
資
す
る
た
め
制
定
す
る
も
の
。

【
質
疑
】
事
業
者
か
ら
の
寄
附
金
の
額
に

つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
想
定
し

て
い
る
の
か
。

【
回
答
】
発
電
実
績
に
も
よ
る
が
、
年
間

20
万
円
か
ら
40
万
円
を
想
定
し

て
い
る
。

 

【
質
疑
】
基
金
の
使
い
道
に
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

【
回
答
】
寄
附
金
額
が
令
和
３
年
９
月
以

降
に
確
定
す
る
こ
と
か
ら
、
令

和
３
年
度
の
補
正
予
算
で
基
金

へ
の
歳
出
予
算
を
編
成
し
、
令

和
４
年
度
に
お
い
て
、
寄
附
を
い
た
だ
い
て
い
る
事
業
者
の
意
向
を
う

か
が
い
な
が
ら
、
主
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
普
及
啓
発
の
た

め
に
活
用
し
た
い
。

道の駅「くるくる　なると」イメージ
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産
業
建
設
委
員
会

●
議
案
第
24
号

鳴
門
市
森
林
環
境
基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

森
林
の
有
す
る
公
益
的
機
能
の
維
持
増
進
に
資
す
る
た
め
、
新
た
に
基
金
を
設
置

す
る
も
の
。

【
質
疑
】
こ
れ
ま
で
の
森
林
環
境
譲
与
税
を

活
用
し
た
本
市
の
事
業
に
つ
い
て

は
、
林
道
の
維
持
修
繕
が
多
い
が
、

本
来
の
目
的
か
ら
す
る
と
人
材
育

成
や
担
い
手
の
確
保
、
木
材
利
用

の
促
進
な
ど
を
進
め
て
い
く
べ
き

で
は
な
い
の
か
。

【
回
答
】
森
林
環
境
譲
与
税
を
有
効
に
活
用

す
る
方
法
と
し
て
基
金
を
創
設
し
、

こ
れ
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

開
発
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
な
が

ら
森
林
の
保
全
を
進
め
て
い
き
た

い
。

【
質
疑
】
森
林
環
境
譲
与
税
の
使
い
道
に
つ
い
て
は
、
し
っ
か
り
と
計
画
を
立
て

進
め
て
い
っ
て
ほ
し
い
。
県
と
も
協
力
し
て
担
い
手
確
保
や
人
材
育
成

を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
市
の
見
解
は
。

【
回
答
】
森
林
所
有
者
に
意
向
調
査
な
ど
を
行
い
、
基
金
も
含
め
て
活
用
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

委員会審査

予
算
決
算
委
員
会

●
議
案
第
２
号

令
和
３
年
度
鳴
門
市
一
般
会
計
予
算

令
和
３
年
度
当
初
予
算
は
、
新
庁
舎
整
備
事
業
や
道
の
駅
「
く
る
く
る　

な
る

と
」
整
備
事
業
な
ど
の
市
政
発
展
に
資
す
る
事
業
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
積
極

的
な
予
算
配
分
を
行
う
と
と
も
に
、
本
市
の
将
来
を
し
っ
か
り
見
据
え
た
ま
ち

づ
く
り
を
着
実
に
推
進
で
き
る
予
算
と
な
っ
て
い
る
。
令
和
３
年
度
の
一
般
会

計
予
算
は
、
総
額
２
９
０
憶
３
０
０
０
万
円
。
対
前
年
度
比
は
、
43
億
６
６
０

０
万
円
（
17
・
７
％
）
の
増
加
。

【
質
疑
】
令
和
３
年
度
当
初
予
算
に
お
い
て
、
市
債
の
額
が
令
和
２
年
度
当
初
予

算
や
令
和
元
年
度
決
算
と
比
較
し
て
、
増
加
し
た
主
な
要
因
に
つ
い
て

は
。

【
回
答
】
令
和
２
年
度
当
初
予
算
と
比
較
し
、
主
に
「
道
の
駅
く
る
く
る　

な
る

と
」
整
備
事
業
に
と
も
な
う
も
の
と
し
て
12
億
７
３
９
０
万
円
、
新
庁

舎
整
備
事
業
に
と
も
な
う
も
の
と
し
て
３
億
７
９
４
０
万
円
、
鳴
門
市

・
北
島
町
共
同
浄
水
場
整
備
事
業
に
と
も
な
う
、
一
般
会
計
出
資
債
と

し
て
４
億
５
４
４
０

万
円
、
財
源
不
足
を

補
う
た
め
の
臨
時
財

政
対
策
債
と
し
て
５

億
５
０
０
０
万
円
が

そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
て

い
る
。
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議
員
定
数
審
査
特
別
委
員
会

●
発
議
第
１
号

鳴
門
市
議
会
議
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

次
回
の
一
般
選
挙
か
ら
議
員
定
数
を
２
人
削
減
し
、
鳴
門
市
議
会
の
議
員
定
数
を

20
人
と
す
る
も
の
。

【
提
案
理
由
】
鳴
門
市
の
人
口
は
、
前
回
議
員

定
数
を
見
直
し
た
平
成
17
年
当
時
の
約
６

万
４
０
０
０
人
か
ら
令
和
２
年
12
月
末
に

は
約
５
万
６
０
０
０
人
と
な
り
、
約
８
０

０
０
人
も
減
少
し
て
お
り
、
ま
た
、
鳴
門

市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
０
に
お
い
て
２

０
４
０
年
の
目
標
人
口
は
４
万
５
０
０
０

人
と
設
定
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
平
成

27
年
時
点
で
人
口
５
万
人
台
の
市
議
会
の

議
員
定
数
の
平
均
は
約
20
人
で
あ
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
議
員
定
数
を
現
在
の
22
人
か

ら
20
人
に
減
ら
す
こ
と
を
提
案
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。

【
審
査
結
果
】
委
員
会
で
は
、
市
民
の
声
を
反
映
し
、
分
析
・
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
と
の
意
見
や
、
人
口
だ
け
で
は
な
く
市
域
の
広
さ
な
ど
に
つ
い
て
も
考

慮
に
入
れ
引
き
続
き
検
討
し
た
い
と
の
意
見
が
あ
り
、
委
員
会
で
は
継
続
審

査
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
採
決
し
た
結
果
、
賛
成
多
数
に
よ
り
定
例
会
閉
会

後
も
継
続
し
て
審
査
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

○請願書への押印関係
　デジタル化政策の一環として、これまで行政手続などにおいて求めてきた押印
について、特段の合理的な理由がある場合を除き、原則としてその廃止を推進し
ている政府の方針から、鳴門市議会においても、議会運営にあたり押印を求めな
くても特段支障がない事項については、これを廃止することが適当であるため、
請願者に対し提出時に求めている「記名押印」を「署名または記名押印」に改め
ました。

○議員の欠席届関係
　女性をはじめとする多様な人材の市議会への参画を促進する環境整備を図る観点から、議員として
活動するにあたっての制約要因の解消に資するため、本会議や委員会への欠席事由として育児、看護、
介護などを明文化するとともに、出産に伴う欠席についても、産前・産後期間に配慮した内容に改め
ました。

○総務文教委員会の所管
　市長の命を受け組織横断的に行政改革を進める「市長直轄組織」の新設に伴い、総務文教委員会の
所管に新たに、「市長直轄組織の所管に属する事項」を追加しました。

委員会審査

令和３年４月１日からの変更について（市議会）

不
要
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❷東　　正昇（会派　潮）

問
全
体
の
事
業
費
と
今
後
の
事
業
工
程
、

地
震
や
津
波
へ
の
防
災
機
能
は
。

答
完
成
は
令
和
５
年
11
月
末
、
業
務
開
始

は
令
和
６
年
春
、
現
庁
舎
な
ど
の
解
体
や

周
辺
の
工
事
、
全
体
の
事
業
の
完
了
は
令

和
６
年
度
末
を
想
定
し
て
い
る
。
各
種
の

設
計
業
務
や
解
体
工
事
、
新
庁
舎
竣
工
後

の
備
品
購
入
、
引
越
し
費
用
な
ど
、
全
体

事
業
費
は
総
額
73
億
円
に
収
め
る
。

　

地
震
対
策
は
免
震
構
造
を
採
用
、
津
波

対
策
は
地
盤
を
１
ｍ
程
度
嵩
上
げ
、
止
水

板
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
を
併
用
す
る
。

　

来
庁
者
、
周
辺
の
市
民
の
指
定
緊
急
避

難
場
所
と
し
て
一
時
避
難
者
５
０
０
名
程

度
を
想
定
し
た
避
難
エ
リ
ア
を
設
け
、
電

気
・
給
水
・
排
水
機
能
の
整
備
や
救
助
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
の
ホ
バ
リ
ン
グ
に
使
用
す
る

緊
急
救
助
用
ス
ペ
ー
ス
の
整
備
等
を
計
画

し
て
い
る
。

問
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
や
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体

制
、
入
院
・
治
療
方
法
の
医
療
体
制
は
。

答
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
で
接
種
し
、

か
か
り
つ
け
医
の
な
い
方
は
市
が
設
置
す

る
集
団
接
種
会
場
で
接
種
す
る
体
制
を
整

備
す
る
。
医
療
体
制
は
「
か
か
り
つ
け

医
」
や
「
在
宅
当
番
医
制
度
」
の
初
期
救

急
、
広
域
対
応
の
２
次
救
急
、
高
度
な
対

応
の
３
次
救
急
の
連
携
体
制
で
対
応
す

る
。
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
等
で
陽
性
と
判
定
さ
れ

れ
ば
、
保
健
所
の
調
整
で
感
染
症
に
対
応

し
た
県
内
の
医
療
機
関
に
入
院
し
、
県
が

確
保
し
た
宿
泊
療
養
施
設
へ
入
所
し
て
治

療
、
療
養
す
る
。

問
自
転
車
利
用
に
お
け
る
、
国
道
・
県

道
・
市
道
の
危
険
箇
所
の
安
全
対
策
は
。

答
国
道
や
県
道
の
整
備
推
進
は
、
国
や
県

と
協
議
し
て
い
く
。
市
道
は
安
心
、
安

全
、
快
適
走
行
の
道
路
環
境
を
め
ざ
し
、

警
察
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
し
検
討
す

る
。

要
望
ガ
タ
ガ
タ
の
市
道
が
補
修
さ
れ
て
、

街
路
樹
は
い

つ
も
剪
定
さ

れ
、
足
元
に

は
雑
草
の
な

い
安
全
で
美

し
い
道
路
で

あ
り
ま
す
よ

う
に
。

代
表
質
問

＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています＊

三
津 

良
裕

み

つ

よ
し
ひ
ろ

代　表　質　問
一　般　質　問

1．市長の政治姿勢について
⑴ 新型コロナウイルス感染症対策
について

⑵ 新庁舎整備事業について
2．教育行政について
⑴ 公立幼稚園の在り方について

❶三津　良裕（会派　創心クラブ）
1．市長の政治姿勢について
⑴ 鳴門市新庁舎整備事業について
⑵ 新型コロナウイルス感染症対策
事業について

⑶ 鳴門市自転車活用推進計画につ
いて

2．助け合い、支え合いの地域づく
りについて
⑴ 町内会・コミュニティの充実・
活性化について

⑵ 健康を守る地域の人材確保につ
いて

❺長濱　賢一（会派　青藍）
1．まちづくりについて
⑴ 都市計画マスタープランについ
て

⑵ 立地適正化計画について
⑶ 中心市街地活性化基本計画につ
いて

2．新型コロナウイルス感染症対策
について
⑴ 新型コロナウイルスワクチンに
ついて

⑵ コロナ禍の経済施策について
3．人口減少対策について
⑴ 不妊治療について
⑵ サテライトオフィスについて

❻高麗　裕之（会派　有志会）
1．地域公共交通について
⑴ 黒崎渡船について
⑵ 黒崎渡船場の高島桟橋について
2．新型コロナウイルス感染症対策
について
⑴ コロナ禍における雇用対策につ
いて

❹宅川　靖次（会派　平成なると）
1．人口減対策について
⑴ 交流人口の増加への取り組みに
ついて

⑵ 企業誘致の取り組みについて
2．新型コロナウイルス感染症対策
について
⑴ 経済対策について
3．福祉行政について
⑴ ワクチン接種の準備状況について

❸松浦　富子（会派　公明党）
1．市長の政治姿勢について
⑴ コロナ禍を克服するためのＳＤ
Ｇｓの推進について

⑵ 女性の視点での災害・防災対策
の推進について

整備された安全な
サイクリングロード

会
派　

創
心
ク
ラ
ブ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
　
　
　

感
染
症
対
策
事
業

自
転
車
活
用
推
進
計
画

新
庁
舎
整
備
事
業
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代
表
質
問

＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています＊

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す

る
本
市
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
準
備
状
況
に

つ
い
て
、
現
状
と
今
後
の
進
め
方
に
つ
い

て
市
の
考
え
は
。

答
市
で
は
、
市
民
の
皆
様
へ
の
接
種
に
つ

い
て
、
日
頃
か
ら
の
か
か
り
つ
け
の
医
療

機
関
で
の
接
種
を
中
心
に
、
か
か
り
つ
け

医
の
な
い
方
に
は
、
今
後
、
市
が
設
置
す

る
集
団
接
種
会
場
を
組
み
合
わ
せ
る
と
い

う
基
本
方
針
の
下
、
準
備
を
進
め
て
い

る
。

　

現
時
点
で
は
、
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
体
制

な
ど
不
確
定
な
部
分
が
多
く
、
今
後
、
接

種
開
始
時
期
や
接
種
で
き
る
場
所
な
ど
、

市
民
の
皆
様
に
順
次
お
知
ら
せ
し
て
い
き

た
い
。

問
新
庁
舎
建
設
事
業
に
お
け
る
多
目
的
な

エ
リ
ア
の
活
用
に
つ
い
て
。

答
市
民
の
皆
様
の
行
政
需
要
に
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
的
に
対
応
す
る
観
点
か
ら
、
市
で

は
、
市
お
よ
び
国
が
連
携
し
て
課
題
解
決

す
る
こ
と
を
目
的
に
「
国
公
有
財
産
」
の

最
適
利
用
推
進
協
議
会
に
構
成
員
と
し
て

参
画
し
、
交
換
会
を
始
め
て
い
る
。
市
と

し
て
は
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
見
据
え

て
、
市
役
所
周
辺
を
都
市
機
能
集
積
の
起

爆
剤
と
な
り
得
る
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
に

位
置
づ
け
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

問
公
立
保
育
園
が
閉
園
と
な
る
地
域
で

は
、
存
続
を
希
望
す
る
保
護
者
が
一
定
数

い
る
こ
と
か
ら
、
公
私
連
携
施
設
な
ど
の

導
入
も
含
め
た
幼
稚
園
教
育
の
場
を
早
期

に
検
討
す
べ
き
と
思
う
が
見
解
は
。

答
再
編
計
画
で
は
、

子
育
て
支
援
の
充
実

を
図
る
た
め
、
市
全

体
の
就
学
前
教
育
・

保
育
の
充
実
が
期
待

で
き
る
場
合
に
は
、

公
私
連
携
施
設
な
ど

の
導
入
も
含
め
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

要
望
教
育
力
の
充
実
が
、
そ
の
ま
ち
の
魅

力
を
計
る
と
も
言
わ
れ
る
。
「
公
私
連
携

施
設
等
」
の
運
営
が
可
能
な
施
設
に
つ
い

て
は
、
早
急
に
対
応
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

東
　 

正
昇

あ
ず
ま

ま
さ
の
り

会
派　

潮

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
現
状
と

　
　
　
　
　

今
後
の
進
め
方

ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て

の
新
庁
舎
建
設
事
業

公
立
保
育
園
の

　
　
　
　

再
編
の
在
り
方

問
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
に
持
続
可
能
な
新

し
い
社
会
を
築
く
た
め
、
な
る
と
未
来
づ

く
り
総
合
戦
略
２
０
２
０
に
お
い
て
、
今

後
ど
の
よ
う
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
推
進
す
る
の

か
。

答
各
３
つ
の
基
本
目
標
に
お
い
て
、
取
り

組
む
べ
き
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
を
位
置
付
け

て
い
る
。
基
本
目
標
１
．「『
ひ
と
』
を
育

て
る
」
に
お
い
て
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
目
標

４
．「
質
の
高
い
教
育
を
み
ん
な
に
」
に
該

当
す
る
事
業
と
し
て
、
来
年
度
に
は
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
推
進
事
業
に
も
取

り
組
み
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
や
学

校
運
営
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。
ま
た
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
目
標
５
．「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を

実
現
し
よ
う
」
に
該
当
す
る
事
業
と
し

て
、
来
年
度
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制

度
導
入
事
業
を
実
施
し
、
性
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
ー
に
関
す
る
社
会
的
理
解
や
多
様
性

を
尊
重
す
る
社
会
を
目
指
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
理
念
に
基
づ
き
な
が
ら
積
極
的
に
進
め

て
い
き
た
い
。

問
防
災
会
議
や
避
難
所
運
営
に
お
け
る
女

性
参
画
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
。
ま
た
、

女
性
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
避
難
所
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
や
対
策
本
部
運
営
で
、

女
性
職
員
の
意
見
が
反
映
さ
れ
る
体
制
づ

く
り
に
つ
い
て
市
の
考
え
は
。

答
防
災
会

議
の
女
性

の
割
合
は

４
・
９
％

と
少
な
い

状
況
だ

が
、
条
例

の
範
囲
内

で
増
や
せ

る
よ
う
検

討
し
、
避
難
所
運
営
に
つ
い
て
も
今
後
は

組
織
強
化
の
観
点
か
ら
も
女
性
の
参
画
を

促
し
た
い
。

　

現
在
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
取
り
ま
と

め
た
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
追
加
を

現
在
作
成
し
て
お
り
、
妊
産
婦
な
ど
に
対

す
る
配
慮
に
つ
い
て
記
載
す
る
。
ま
た
、

年
代
や
職
種
に
応
じ
た
意
見
や
考
え
が
集

約
で
き
る
よ
う
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ッ
ト
な

ど
ツ
ー
ル
の
活
用
を
検
討
す
る
な
ど
、
女

性
の
意
見
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
進
め
て
い

く
。

松
浦 

富
子

ま
つ
う
ら

と
み

こ

会
派　

公
明
党

コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ

　
　
　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
を

防
災
に
女
性
の
視
点
を

避難所運営に女性の意見を
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長
濱  

賢
一

な
が
は
ま

け
ん
い
ち

代
表
質
問

＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています＊

会
派　

青
藍

宅
川 

靖
次

た
く
か
わ

や
す

じ

会
派　

平
成
な
る
と

問
高
速
道
路
を
利
用
し
た
場
合
の
関
西
か

ら
の
四
国
の
玄
関
口
で
あ
る
本
市
の
利
点

を
生
か
し
た
交
流
人
口
増
加
へ
の
取
り
組

み
と
企
業
誘
致
の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答
令
和
４
年
春
に
開
駅
予
定
の
道
の
駅

「
く
る
く
る　

な
る
と
」
を
交
流
拠
点
の

ハ
ブ
と
し
て
位
置
づ
け
、
高
速
道
路
か
ら

の
一
時
退
出
を
可
能
と
す
る
賢
い
料
金
制

度
の
導
入
を
目
指
す
こ
と
に
よ
り
、
市
全

域
の
観
光
お
よ
び
産
業
の
活
性
化
を
図
っ

て
い
く
。

　

ま
た
、
大
都
市
圏
の
企
業
訪
問
を
通
じ

て
積
極
的
な
情
報
収
集
や
情
報
発
信
を
行

い
、
企
業
を
誘
致
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

に
努
め
る
な
ど
誘
致
施
策
の
充
実
を
図
っ

て
い
く
。

問
家
族
経
営
や
従
業
員
の
少
な
い
中
小
企

業
な
ど
を
対
象
と
す
る
給
付
金
制
度
の
創

設
に
つ
い
て
市
の
考
え
は
。

答
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

一
時
停
止
に
よ
り
急
激
に
大
き
な
影
響
を

受
け
た
観
光
事
業
者
を
対
象
に
10
万
円
か

ら
最
大
70
万
円
を
給
付
す
る
観
光
持
続
化

給
付
金
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
長
期
化
す

る
中
で
、
市
内
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
状

況
や
企
業
の
景

気
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
状
況

に
応
じ
て
経
済

汲
及
効
果
が
大

き
い
消
費
喚
起

策
や
給
付
金
な

ど
の
経
済
対
策

を
検
討
し
て
い

く
。

問
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
の
う
ち
、
優
先
順

位
が
上
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
高
齢

者
へ
の
接
種
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い

て
。

答
接
種
開
始
時
期
や
接
種
で
き
る
場
所
な

ど
決
定
し
た
事
項
に
つ
い
て
は
、
市
民
の

皆
様
に
順
次
お
知
ら
せ
し
て
い
く
の
で
、

本
市
や
国
・
県
か
ら
提
供
さ
れ
る
情
報
に

ご
留
意
い
た
だ
き
、
円
滑
な
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

人
口
減
対
策
と
し
て
の
交
流

人
口
増
加
へ
の
取
り
組
み

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
　
　
　
　
　

感
染
症
対
策

問
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直
し

や
立
地
適
正
化
計
画
の
策
定
に
合
わ
せ
た

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
の
実
現
の
た
め

に
、
地
域
公
共
交
通
計
画
の
策
定
や
市
民

の
ま
ち
づ
く
り
勉
強
会
、
ま
た
、
ま
ち
づ

く
り
会
社
設
立
の
気
運
の
高
ま
り
に
合
わ

せ
て
市
民
と
共
に
中
心
市
街
地
活
性
化
基

本
計
画
の
見
直
し
を
行
う
必
要
が
あ
る
が

市
の
考
え
は
。

答
令
和
４
年
度
末
ま
で
に
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直
し
、
立
地
適
正
化
計

画
の
策
定
、
同
時
に
地
域
公
共
交
通
計
画

を
策
定
す

る
。
中
心

市
街
地
活

性
化
は
、

ま
ち
づ
く

り
勉
強
会

に
市
も
参

加
し
、
関

係
団
体
と

協
議
し
て

進
め
て
い

き
た
い
。

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
方
法
、
接
種
場
所
、
医
療
機
関
と
の
連

携
等
に
つ
い
て
は
。
ま
た
、
医
療
・
介
護

機
関
や
従
事
者
へ
の
支
援
を
要
望
す
る
が

市
の
見
解
は
。

答
か
か
り
つ
け
医
で
の
接
種
を
中
心
に
、

市
が
設
置
す
る
集
団
接
種
会
場
に
お
け
る

接
種
を
組
み
合
わ
せ
る
。
支
援
に
つ
い
て

は
、
医
療
機
関
の
負
担
の
状
況
に
応
じ
て

検
討
す
る
。

問
人
口
減
少
対
策
の
改
善
は
、
出
産
に
よ

る
自
然
動
態
の
増
加
が
最
重
要
で
不
妊
治

療
助
成
制
度
の
さ
ら
な
る
拡
充
を
求
め

る
。
ま
た
、
本
市
は
鳴
門
病
院
へ
の
支
援

を
始
め
る
が
、
本
市
に
手
薄
な
産
婦
人
科

や
小
児
科
へ
の
重
点
的
な
支
援
を
要
望
す

る
が
市
の
見
解
は
。

答
国
が
令
和
４
年
度
か
ら
不
妊
治
療
の
保

険
適
用
を
実
施
す
る
が
、
市
で
は
そ
れ
ま

で
の
間
、
現
行
の
助
成
制
度
を
拡
充
す

る
。
鳴
門
病
院
へ
の
支
援
は
、
医
療
人
材

の
確
保
の
為
で
あ
り
、
継
続
的
な
支
援
を

行
っ
て
い
く
。

にぎわう大道銀天街（昭和45年頃）

市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
　
　
　
　
　

感
染
症
対
策

人
口
減
少
対
策

　
　
　

自
然
増
の
取
組
を

ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
の
状
況



代
表
質
問

個
人
質
問

＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています＊

個　人　質　問
1．教育行政について
⑴ 徳島県立鳴門高等学校の魅力化
について

⑵ 公私連携施設運営法人について
2．公共施設等総合管理計画について
⑴ 集会所の集約・廃止について

1．新型コロナウイルス感染症対策
について
⑴ 予防接種体制について
⑵ 防災行政無線を活用した感染症
対策の周知について

2．空き家・空き地対策について
⑴ 空き家対策について
⑵ 空き地対策について
⑶ 空き家・空き地対策セクション
の再編について

❶山根　　巌

❹宮崎　　明

高
麗  

裕
之

こ
う
ら
い

ひ
ろ
ゆ
き

会
派　

有
志
会

問
黒
崎
渡
船
場
の
高
島
桟
橋
が
経
年
劣
化

し
て
い
る
。
目
視
で
確
認
で
き
る
ほ
ど
劣

化
し
、
手
す
り
が
破
損
し
て
い
る
。
耐
震

性
能
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
や
老
朽

化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
補
修
、
架

け
替
え
を
し
て
は
ど
う
か
。

答
黒
崎
渡
船
の
利
用
者
数
は
、
令
和
元
年

度
は
約
10
万
人
で
あ
り
、
主
に
買
い
物
や

通
院
、
通
学
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
高
島

桟
橋
は
、
昭
和
７
年
に
架
け
ら
れ
て
お

り
、
20
年
程
前
に
は
、
橋
脚
の
補
修
工
事

を
し
た
が
耐
震
診
断
は
ま
だ
行
っ
て
い
な

い
。
令
和
元
年
度
に
点
検
し
、
経
年
劣
化

な
ど
に
よ
る
老
朽
化
が
確
認
さ
れ
て
い

る
。
詳
細
は
調
査
を
実
施
し
、
延
命
化
な

ど
の
対
策
を
講
じ
る
。

要
望
小
鳴
門
海
峡
の
美
し
い
景
色
と
渡
船

を
守
り
、
補
修
や
架
け
替
え
を
要
望
す

る
。

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り

厳
し
い
雇
用
情
勢
と
な
っ
て
い
る
。
求
職

者
に
と
っ
て
も
、
就
業
機
会
が
減
少
す
る

な
ど
、
行
政
に
よ
る
支
援
が
必
要
な
状
況

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏

ま
え
て
、
今
後
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

し
て
い
く
の
か
。

答
市
で
は
雇
用
対
策
と
し
て
、
雇
用
調
整

助
成
金
制
度
を
活
用
し
、
関
係
機
関
と
連

携
し
周
知
に
努
め
た
。
就
職
活
動
が
進
ま

な
い
求
職
者
や
転
職
を
希
望
す
る
方
を
対

象
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
と
連
携
し
、
就

職
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ェ
ア
を
開
催
し
た
。
今

後
も
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
市

独
自
の
雇
用
対
策
を
講
じ
る
。

要
望
安
定
雇
用
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
、
失
業
者
の
増
加
を
抑
え
て
い
た
だ
き

た
い
。

89
年
経
過
し
た
高
島
桟
橋

の
補
修
・
架
け
替
え
を

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

　

雇
用
対
策
の
支
援
強
化
を

❷平塚　保二
1．水環境施策について
⑴ 公共下水道事業について
⑵ 合併処理浄化槽の普及促進につ
いて

2．新型コロナウイルス感染症対策
について
⑴ 市民から新型コロナウイルス感
染症に関する相談等があった場
合の市の対応について

3．消防力の強化について 
⑴ 大麻分署整備計画の進捗状況に
ついて

⑵ 消防職員の条例定数の見直しに
ついて

⑶ 人材の獲得と採用試験の方法に
ついて

❺上田　公司
1．職員の働き方改革について 
⑴ 会計年度任用職員について
⑵ テレワークについて
2．新型コロナウイルス感染症の影
響について 
⑴ 新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金について

⑵ 情報の発出について

❸潮崎　憲司
1．防災行政について
⑴ コロナ禍における災害時の避難
所運営について

⑵ 災害時の避難情報について
⑶ 避難場所における感染症対策の
周知について

小鳴門海峡の美しい景色
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個
人
質
問

問
本
市
の
水
環
境
施
策
の
中
で
、
汚
水
処

理
人
口
普
及
率
向
上
施
策
は
、
下
水
道
事

業
あ
り
き
で
は
な
く
、
人
口
減
少
傾
向
に

あ
る
本
市
と
し
て
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽

の
普
及
向
上
施
策
が
合
致
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
が
市
の
見
解
は
。

答
汚
水
処
理
人
口
普
及
率
の
向
上
施
策
に

つ
い
て
、
豊
か
な
水
環
境
を
守
り
将
来
に

伝
え
て
い
く
た
め
に
、
基
本
的
な
社
会
基

盤
施
策
で
あ
る
下
水
道
や
合
併
浄
化
槽
の

普
及
促
進
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
市
で

は
、
汚
水
処
理
施
策
を
実
施
す
る
に
あ
た

り
、
経
済
性
、
地
域
特
性
な
ど
を
踏
ま

え
、
地
域
の
集
合
処
理
で
あ
る
下
水
道
や

個
別
処
理
で
あ
る
合
併
浄
化
槽
整
備
な
ど

を
効
率
的
か
つ
適
正
に
総
合
的
な
生
活
排

水
対
策
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。
下
水
道

や
個
別
処
理
で
あ
る
合
併
浄
化
槽
な
ど
を

効
果
的
か
つ
適
正
に
整
備
す
る
た
め
の
指

針
と
し
て
、
人
口
減
少
や
社
会
情
勢
な
ど

の
変
化
に
応
じ
、
平
成
29
年
３
月
に
汚
水

処
理
構
想
を
大
幅
に
見
直
し
、
県
内
に
先

駆
け
て
下
水
道
整
備
区
域
を
大
幅
に
縮
小

す
る
と
と
も
に
合
併
浄
化
槽
の
普
及
を
促

進
す
る
区
域
を
拡
大
す
る
な
ど
、
社
会
情

勢
に
応
じ
た
見
直
し
を
行
い
な
が
ら
事
業

を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
下
水
道
の
推
進

に
は
今
後
も
人
口
減
少
が
予
測
さ
れ
る
な

か
、
健
全
な
経
営
の
実
現
な
ど
課
題
が
あ

る
と
認
識
し
て
お
り
、
市
の
実
情
に
応
じ

た
汚
水
処
理
構
想
を
適
宜
適
切
に
見
直
し

な
が
ら
効
率
的
に
進
め
た
い
と
考
え
て
い

る
。

問
本
市
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
は
。

答
こ
れ
ま
で
緊
急
支
援
策
と
し
て
、
マ
ス

ク
や
消
毒
液
の
配
布
、
特
別
定
額
金
の
給

付
、
飲
食
店
支
援
策
な
ど
の
経
済
対
策
を

実
施
し
て

き
た
。
今

後
も
感
染

症
の
動
向

や
国
・
県

が
発
信
す

る
情
報
を

注
視
し
な

が
ら
対
策

を
講
じ
て

い
く
。

山
根 

　
巌

や
ま

ね

い
わ
お

問
本
市
の
将
来
を
見
据
え
た
特
色
あ
る
鳴

門
高
校
の
未
来
像
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
高
等
学
校
教
育
を
取
り
巻
く
状
況
の
変

化
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
県
教
育
委
員
会
や

鳴
門
高
校
、
さ
ら
に
は
鳴
門
教
育
大
学
と

連
携
し
、
次
代
を
リ
ー
ド
す
る
鳴
門
高
校

の
特
色
化
、
魅
力
化
に
向
け
た
取
り
組
み

に
積
極
的
に
協
力
し
て
い
く
。

問
公
私
連
携
施
設
運
営
法
人
の
募
集
に
つ

い
て
は
、
よ
り
多
く
の
民
間
事
業
者
が
応

募
で
き
る
よ
う
に
募
集
要
項
の
中
の
条
件

の
変
更
が
必
要
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え

は
。

答
運
営
意
欲
を
有
す
る
法
人
に
よ
り
多
く

応
募
い
た
だ
き
、
本
市
の
次
代
を
担
う
子

ど
も
達
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
就
学

前
教
育
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る

よ
う
社
会
の
要
請
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
さ

ら
な
る
検
討
を
行
う
。

問
本
市
の
92
か
所
あ
る
集
会
所
の
集
約
・

廃
止
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
方
か
ら
い
ろ

い
ろ
な
意
見
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
施
設

整
備
に
つ
い
て
市
と
し
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

答
集
会
所
の
新
築
に
当
た
っ
て
は
、
市
民

の
皆
様
に
安
心
・
安
全
に
ご
利
用
い
た
だ

く
た
め
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
へ
の

対
応
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
に
よ
る
環
境
性

能
の
向
上
な
ど
、
時
代
の
変
化
に
対
応
し

た
施
設
と
し
て
、
利
便
性
、
利
用
価
値
の

高
い
集
会
所
と
な
る
よ
う
、
地
元
の
皆
様

の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
施
設
整
備
に
努

め
て
い
く
。

＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています＊

鳴門市共栄集会所

平
塚 

保
二

ひ
ら
つ
か

や
す

じ

（
創
心
ク
ラ
ブ
）

鳴
門
高
校
の
未
来
像
は

公
私
連
携
施
設
運
営
法
人
の

募
集
条
件
の
変
更
の
必
要
性

集
会
所
の
集
約
・
廃
止
な
ど

の
施
設
整
備

合
併
処
理
浄
化
槽
の

　
　
　
　
　

普
及
促
進
を

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
　
　
　
　
　

感
染
症
対
策
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宮
崎 

　
明

個
人
質
問

＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています＊

問
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
は
、
実
施
主
体

で
あ
る
市
町
村
が
県
や
医
師
会
と
の
協
議

調
整
、
接
種
場
所
の
確
保
、
接
種
券
の
郵

送
な
ど
の
業
務
を
担
う
こ
と
に
な
る
が
現

時
点
で
の
事
務
執
行
体
制
の
課
題
に
つ
い

て
は
。

答
主
な
課
題
は
、
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
量
や

時
期
な
ど
の
詳
細
計
画
が
未
だ
示
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
や
接
種
に
携
わ
る
医
師
等
の

継
続
・
安
定
的
な
確
保
で
あ
る
が
、
市
民

が
安
心
し
て
接
種
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

関
係
機
関
と
連
携
・
協
力
し
対
応
し
て
い

き
た
い
。

要
望
医
師
会
を
は
じ
め
関
係
者
の
皆
様
に

は
多
大
な
ご
負
担
を
お
か
け
す
る
が
、

「
安
全
・
安
心
・
ス
ム
ー
ズ
」
に
接
種
で

き
る
よ
う
万
全
を
期
し
て
頂
く
こ
と
を
お

願
い
す
る
。

問
対
策
の
現
状
と
課
題
お
よ
び
今
後
の
対

応
策
に
つ
い
て
は
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
業

務
を
担
当
す
る
セ
ク
シ
ョ
ン
の
一
括
集
約

を
提
言
す
る
が
市
の
見
解
は
。

答
令
和
３
年
１
月
末
時
点
で
把
握
し
て
い

る
空
き
家
数
は
約
１
４
０
０
戸
余
り
で
、

そ
の
う
ち
管
理
不
全
状
態
の
約
４
０
０
戸

に
対
し
指
導
を
行
っ
て
い
る
が
、
早
期
解

決
が
難
し
い
事
例
が
増
加
し
て
お
り
、
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、

次
年
度
に
全
市
的
な
調
査
を
実
施
し
実
態

を
把
握
し
た
上
で
計
画
的
に
対
応
す
る
。

空
き
地
に
対
し
て
は
市
民
か
ら
の
苦
情
や

要
望
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
地
権
者
に
適

正
管
理
指
導
を
行
っ
た
結
果
、
ほ
ぼ
全
て

の
人
が
対
処
し
て
く
れ
て
い
る
が
、
所
有

者
不
明
土
地
の
指
導
が
課
題
に
な
っ
て
お

り
対
応
を
研
究
し
て
い
る
。
空
き
家
・
空

き
地
担
当

セ
ク
シ
ョ

ン
の
一
括

集
約
は
市

民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上

や
業
務
の

効
率
化
・

合
理
化
に

繋
が
る
の

で
検
討
す

る
。

要
望
空
き
地
適
正
管
理
の
根
拠
と
な
る
条

例
の
制
定
を
提
言
す
る
。

潮
崎 

憲
司

し
お
ざ
き

け
ん

じ

問
避
難
所
運
営
に
あ
た
っ
て
の
感
染
症
対

策
は
。

答
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
避
難
所
運
営
に
つ

い
て
は
、
ま
ず
受
付
の
対
応
で
密
に
な
ら

な
い
よ
う
に
間
隔
を
開
け
、
体
調
チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト
を
記
入
し
て
い
た
だ
き
、
体
調

が
優
れ
な
い
方
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
、

別
の
動
線
を
通
り
、
健
康
な
方
と
接
触
し

な
い
ス
ペ
ー
ス
へ
案
内
す
る
。
受
付
後
の

対
応
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
学
校
へ
の
避

難
で
あ
れ
ば
、
特
に
体
調
に
問
題
の
な
い

方
に
つ
い
て
は
体
育
館
に
案
内
し
、
発
熱

な
ど
体
調
の
優
れ
な
い
方
に
つ
い
て
は
、

校
舎
内
な
ど
に
区
画
さ
れ
た
専
用
ス
ペ
ー

ス
へ
案
内
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

問
感
染
症
対
策
と
し
て
、
学
校
の
教
室
を

使
っ
た
訓
練
は
可
能
か
。

答
学
校
の
教
室
を
使
用
し
た
訓
練
の
実
施

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
避
難
所
に
指
定

さ
れ
て
い
る
体
育
館
な
ど
で
、
地
域
に
よ

る
避
難
所
の
開
設
な
ど
の
訓
練
が
実
施
さ

れ
て
い
る
。
教
室
の
使
用
に
つ
い
て
は
、

施
設
管
理
上
な
ど
の
課
題
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
ま
ず
現
在
休
校
と
な
っ
て
い
る
学
校

を
使
用
し
た
訓
練
に
つ
い
て
、
今
後
検
討

す
る
。

問
発
熱
や
体
調
不
良
者
へ
の
対
応
や
対
策

は
。

答
避
難
所
に
お
い
て
発
熱
な
ど
の
体
調
不

良
の
方
へ
の
対
応
を
行
う
場
合
、
避
難
所

に
配
備
し
て
い
る
マ
ス
ク
や
消
毒
液
の
ほ

か
、
フ
ェ
ー
ス
シ
ー
ル
ド
を
使
用
し
て
い

た
だ
く
。
今
後
、
個
人
防
護
服
や
飛
沫
感

染
防
止
ス
ク
リ
ー
ン
等
を
配
備
す
る
な
ど

の
対
応
を
行
っ
て
い
く
。

み
や
ざ
き

あ
き
ら

（
青
藍
）

今
後
の
訓
練
の
教
室
利
用
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
　
　
　
　
　

感
染
症
対
策

空
き
家
・
空
き
地
対
策

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

　
　
　
　
　

避
難
所
運
営

避
難
所
に
お
け
る

　
　

体
調
不
良
者
へ
の
対
応

早急な空き家の対策を
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個
人
質
問

上
田 

公
司

う
え

だ

こ
う

じ

問
国
は
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
業
務
に

つ
い
て
「
各
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て

個
々
の
具
体
的
な
事
例
に
則
し
て
判
断
す

る
べ
き
」
と
し
て
い
る
が
、
市
は
文
書
等

で
具
体
的
事
例
を
明
確
化
し
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
前
歴
加
算
・
昇
給
限
度
の
制

限
に
つ
い
て
強
く
改
善
を
求
め
て
い
た

が
、
そ
の
制
限
の
根
拠
は
。

答
業
務
の
具
体
的
事
例
を
明
確
化
し
た
も

の
は
な
い
。
前
歴
加
算
・
昇
給
限
度
に
つ

い
て
は
、
今
年
度
ま
で
の
３
年
を
来
年
度

よ
り
５
年
に
延
長
す
る
な
ど
処
遇
改
善
を

図
っ
て
い
る
。

問
コ
ロ
ナ
過
に
お
い
て
、
保
護
者
の
収
入

や
ア
ル
バ
イ
ト
収
入
の
減
少
で
鳴
門
教
育

大
学
で
も
困
窮
し
て
い
る
学
生
が
い
る
と

聞
い
て
い
る
。
本
市
は
教
育
を
通
じ
て
連

携
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
食
品
ロ
ス
削
減

を
通
じ
た
支
援
や
学
生
と
の
協
働
に
よ
る

事
業
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

答
大
学
の
学
生
課
な
ど
で
の
相
談
を
通
じ

て
、
寄
附
さ
れ
た
食
品
の
提
供
は
可
能
で

あ
り
、
そ
の
周
知

に
努
め
た
い
。
ま

た
、
今
後
市
の
啓

発
活
動
な
ど
の
中

で
学
生
や
学
校
と

協
働
で
き
る
事
業

に
つ
い
て
検
討
し

た
い
。

問
現
在
、
聴
覚
ま
た
は
音
声
・
言
語
機
能

等
に
障
害
が
あ
る
方
が
自
宅
に
フ
ァ
ッ
ク

ス
が
な
い
場
合
、
１
１
９
番
通
報
が
困
難

と
な
っ
て
い
る
。
来
年
度
よ
り
緊
急
通
報

へ
の
対
応
が
24
時
間
３
６
５
日
可
能
に
な

る
「
電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス
」
が
公
共
イ

ン
フ
ラ
と
し
て
始
ま
る
。
ま
た
、
遠
隔
手

話
サ
ー
ビ
ス
も
感
染
予
防
対
策
と
し
て
始

ま
っ
た
。
市
と
し
て
こ
れ
ら
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

答
電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス
や
遠
隔
手
話

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
利
用
を
前
提
と

し
た
制
度
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
制
度
の
周

知
は
も
と
よ
り
、
こ
う
し
た
端
末
を
利
用

で
き
る
方
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

と
考
え
て
い
る
。

＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています＊

食
品
ロ
ス
削
減
を

　
　
　
　

通
じ
た
支
援

会
計
年
度
任
用
職
員
の

　
　
　
　
　
　

待
遇
改
善

障
が
い
者
支
援
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　

情
報
の
発
出

庁内配置のフードポスト

新型コロナウイルス感染症対策に関する申し入れについて

　本市では、新型コロナウイルス感染症対策として様々な対策を講じていますが、長引く感染拡大
とそれに伴う各種イベントの中止などにより、本市の経済に確実に深い影響を及ぼしています。
　また、本年に入り、本市内でも教育機関や医療機関内でのクラスターの発生に伴い感染者が急増
しており、感染収束に向けた見通しは依然として不透明と言わざるを得ない状況にあります。
　こうしたことから、市議会では現時点での市民生活等の状況を鑑み、今後の新型コロナウイルス感
染症対策を進めるにあたり、市長に対して本年度第１回目（通算第５回目）の申入書を提出しました。

１　市内事業者の安定的かつ継続的な経営や雇用の確保等に繋がる支援策を講じられたい。

２　新型コロナウイルス感染症の長期的な感染
の影響を受けている子育て世帯や経済的弱者
への支援策を講じられたい。

３　事業所内や各種施設等における感染拡大防
止対策への支援策を講じられたい。

４　新型コロナウイルス感染症のワクチン接種
に向け、接種日程や副反応等、市民が自主的
に判断するために必要となる情報の発信とと
もに、ワクチン接種を着実に実施されたい。



令和３年度当初予算・令和２年度補正予算審査

　６日間にわたり、予算決算委員会を開催し、令和３年度当初予算・令和２年度補正予算に関する議案17件につ
いて審査しました。

市の予算の使い道について審査しました

委員会での審査の中で出た意見・要望やそれに対する答え、説明を抜粋したものです。(■質疑　●説明・答え　★意見・要望)
※予算決算委員長報告の全文は、鳴門市議会ウェブサイト⇒ 「議会審議結果報告」⇒「委員長報告」をご覧ください。

15ページへつづく

【教　　育】
■学校施設大規模改修事業の改
修工事の具体的な内容は。
●各耐震化工事に合わせて洋式
トイレを設置した学校以外に給
排水設備の改修などを行ってき

たが、それ以外の学校においてもおよそ40年以上経過
したトイレもあるため、老朽化による建具の劣化が著

しいものや臭いの問題があるので、令
和２年度以降も年次計画的に給排水設
備の改修を含め、洋式化を進めていく
もの。
＊　　＊　　＊

■コミュニティ・スクール推進事業に関して今後の事
業の進め方は。
●市教育委員会とモデル校の校長が話し合う「コミュ
ニティスクール準備委員会」を設置しており、そこで
協議した内容を校長会の場でフィードバックしていき
たい。

＊　　＊　　＊
■学校施設大規模改修事業のこれまでの進捗状況は。
●平成28年度から令和元年度まで年次計画的に進めて
おり、小学校７校・中学校１校で改修工事を実施し
た。

＊　　＊　　＊
■部活動指導員の報酬と積算根拠については。
●報酬については時給1,600円、通勤手当については通
勤距離に応じて支払っている。部活動に
ついては、平日は２時間、休日は３時間
という基準を設けて運用しており、通年
で515時間と設定し、令和３年度は、
10人分の予算を計上している。

＊　　＊　　＊
■大型公民館無線LAN整備事業の対象となる大型公民
館はどこか。
●斎田公民館・川東公民館・里浦公民館・鳴門公民
館・瀬戸公民館・北灘公民館・大津中央公民館・堀江
公民館・板東公民館の９施設である。

教育

【福　　祉】
■生活困窮者自立支援事業の具
体的な内容は。
●生活保護に至る前の段階の自
立支援の強化を図るため、生活
困窮者に対して包括的な支援を

行うもの。本市では、自立相談支援事業と住居確保給
付事業の２つの必須事業と子どもの学習・生活支援事
業、就労準備支援事業、家計改善支援事業の３つの任
意事業を実施している。
　現状は、徳島県労働者福祉協議会に業務を委託し、
市役所本庁舎１階の鳴門市生活自立相談支援センター
「よりそい」に相談支援員が常駐し、生活困窮者への
相談支援を行っている。
■新型コロナウイルス感染症の影響による変化につい
ては。
●相談件数が増加した。すぐに就
労につながりにくい方もいるの
で、継続して相談させて頂くなど
今後も続けていく。

【健　　康】
■フレイル予防推進事業の具体的な内容は。
●いきいきサロンなどを中心として、フレイルチェッ
クを行い、フレイルの可能性が高い方には、市が実施
している介護予防・生活支援サービスの短期集中Ｃ型
に取り組んでいただく事業や高齢者の方にボランティ

アとして実際に地域で活動していただ
くフレイルサポーターを養成していく
事業、また、フレイルについて市民に
周知啓発を図っていくための講演会の
実施などを予定している。
＊　　＊　　＊

■骨髄等移植ドナー助成事業において今後のドナー登
録推進等の考え方については。
●骨髄バンクの事業は日本骨髄バンクが国等と連携し
て行っている事業で、今回の事業については県からの
要請があったものであり、今後は県と連携しながら、
市民にまず事業について知っていただき、次に登録、
それから実際に移植に来ていただくというような形を
推進していく。

福祉
・
健康

1414
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令和３年度当初予算・令和２年度補正予算審査

【産　　業】
■企業誘致推進費における令和
２年度の実績見込みは。
●令和２年度
の実績は、地
元事業者の増

設が１件となる見込みである。

＊　　＊　　＊
■企業誘致を推進するためのＰＲ方法についてどのよ
うに考えているのか。
●産業団地の空きがなく、大規模な土地の確保が難し
いことから、サテライトオフィスに焦点を当てて企業
誘致を推進し、専用ウェブサイトを作成するなど、積
極的な情報発信に努める。

産業

【市民生活】
■飼い主のいない猫の不妊去勢
手術費用補助事業の予算額につ
いて。
●今年度から20万円増額し、70
万円で計上しており、１件あた

りの上限額は今年度と同様に１万円である
が、令和３年度は予定件数を70件に増やし
ている。

＊　　＊　　＊
■道路舗装修繕事業の具体的な内容は。
●従前の道路維持補修工事で実施予定であった舗装補
修工事の対象路線のうち、主要または防災上重要な路
線を抽出し、対象となる
133路線、約130㎞につ
いて計画的に舗装修繕を
行い、市道の健全化を
図っていく。

市民
生活

【防　　災】
■ブロック塀等安全対策支援事
業の概要は。
●市民の安全と安心の確保を図
るため、災害等により倒壊する
恐れのあるブロック塀等の撤去

及び改善に係る費用の一部を
補助するものであり、令和２
年度の実績見込みは22戸、平
成30年度からの累計実績は
53戸である。

【消　　防】
■防火水槽の設置数及び整備方針については。
●防火水槽の設置数は105基であり、新設については予
定していないが、年次計画的に修繕等を実施してい
く。

＊　　＊　　＊
■消防分団への救助用半長靴の配備状況と令和３年度
の配備予定は。
●令和元年度より３ヵ年の計画で配備を進めており、
令和３年度は瀬戸地区、堀江地区に配備予定であり、
これをもって全地区に配備が完了する。

暮らし
を守る

【財　　政】
■令和３年度当初予算におい
て、市債の額が前年度と比較し
て増加した主な要因は。
●主に、「道の駅くるくる　な
ると」整備事業にともなうもの

として12億7,390万円、新庁舎整備事業にともなうも
のとして３億7,940万円、鳴門市・北島町共同浄水場整
備事業にともなう、一般会計出資債として４億5,440万

円、財源不足を補うための臨
時財政対策債として５億
5,000万円がそれぞれ増加し
ている。

＊　　＊　　＊
■30億円の収益事業収入の使途については。
●「ボートレース鳴門まちづくり基金」に21億円、
「健康づくりの推進と地域の医療を
守り育む基金」に１億5,000万円を
それぞれ積み立てることとしてお
り、残りの７億5,000万円は令和３
年度の一般財源として活用する。

＊　　＊　　＊
■「ボートレース鳴門まちづくり基金」に積み立てる
21億円の今後の使途については。
●令和４年度以降の将来を見据えた事業などの財源と
して活用していく。

その他
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令和３年第２回定例会の予定（６月７日～ 25日）
日 月 火 水 木 金 土

６月６日 7
開会／本会議
予算決算委員会
全員協議会

一般質問（代表）

■（赤字）はケーブルテレビ中継とインターネット中継、■（緑字）はインターネット中継を行います

産業建設委員会

一般質問
通告締切

一般質問（個人）一般質問（個人）
予算決算委員会 総務文教委員会

議会運営委員会
全員協議会
議会運営委員会

生活福祉委員会

本会議／閉会

8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

※本紙はカラーユニバーサルデザインに配慮して作成しています。

　次の２つの方法で一般質問などの内容を詳しく確認
することができます。
【窓口で見る】
①役所本庁舎３階の議会事務局へ
お越しください。
②見たい会議録をお伝えください。

【ウェブサイトから見る】
①「鳴門市議会」を検索
②鳴門市議会公式ウェブサイト内
の「会議録検索システム」から
見たい会議録を検索

議会を動画で見てみよう！
　本会議と委員会の模様は、インター
ネット中継と録画配信でご覧いただけま
す。なお、本会議の模様は、テレビ鳴門
でも生放送に加え、録画放送を行ってい
ます。ぜひご覧ください。

委 員 長：高麗　裕之
副委員長：宅川　靖次
委　　員：東谷　伸治・宮崎　　明・山根　　巌

松浦　富子・潮崎　憲司・秋岡　芳郎
上田　公司

《議会広報委員会》

URL  https://ssp.kaigiroku.net/tenant/naruto/pg/index.html

本会議や委員会などの 
傍聴について(お願い)

■会議録を見てみよう■

　新型コロナウイルス感染拡大防止
のため、しばらくの間、本会議や委
員会などの傍聴については、次のと
おり傍聴人数を制限させていただい
ております。皆様のご理解とご協力
をお願いいたします。

　鳴門市議会では、市民の皆様からの議会活動に関する幅広いご
意見をいただくため、「鳴門市議会　ご意見箱」を設置しています。
　議会活動に関して日頃から感じられていることやお気づきの
点がございましたら、お気軽にご提出ください。

※ご意見に対する回答はいたしかねますが、個人情報に配慮の上、鳴門市
議会公式ウェブサイトなどで紹介させていただく場合がありますので、
あらかじめご了承ください。
※個人に対する誹謗・中傷などは、お断りいたします。

【提出方法】
　次のいずれかの方法でご提出ください。
①鳴門市議会公式ウェブサイトの「鳴門市議会
ご意見箱」ページから「入力フォーム」に必
要事項をご入力の上、送信してください。
https://www.city.naruto.tokushima.jp/gikai/ikenbako/index.html
②鳴門市役所 本庁舎１階にご意見箱を設置していますので、
付属の用紙に必要事項をご記入の上、投函してください。 ※本会議の模様は、インターネットによ

る配信やテレビ鳴門での放送にて、委
員会の模様は、インターネットによる
配信にて、ご視聴いただけますのでご
利用ください。 

議　　場：６人以内
委員会室：傍聴なし

～議会活動に関するご意見を募集しています～
ご　意　見　箱


